
「ジオランドぎふ」の基となった地質図の原図。岐阜県内を歩き
回って得た資料を含めて、全42枚もの原図を製作したという。

巨大な火山岩体である濃飛流紋岩の一部。
岐阜県南東端の恵那山付近から北西端の
白川村付近までの広大な地域に分布する。

「ジオランドぎふ」では、岐阜県内の岩
石類や地層群の分布をまとめた地質図
をWEB上で閲覧できる。上の図はそれ
らを形成時期に沿って大まかに区分し
て色分けした「岐阜県地質概要図」。

▶http://www.geo-gifu.org/geoland/

「ジオランドぎふ」

日本は世界有数の火山国であり、昨今は地震などの大災害もますます懸念されています。

こうした災害を憂う前に、まずは自分たちが住む「大地＝ジオ」を知ることが大切です。

40年以上にわたり、ライフワークとして研究してきた岐阜県地域の地質をまとめた「ジオランドぎふ」を

教育や環境保全に役立ててもらい、1人ひとりが考えるきっかけになればと考えています。

岐大で生ま
れるもの。

最先端研究の
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地質図「ジオランドぎふ」を通して
自分たちの足元、“大地”の情報を伝えたい。

岐阜大学教育推進・学生支援機構 教職課程支援部門
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